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①はじめに

拝啓 貴学ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は弊社システム『CampusWave21学校法人会計システム』をご愛用いただき、
誠にありがとうございます。

さて、文部科学省より発表されました「学校法人会計基準」の改正に伴い、令和7
年について、年間保守契約にご加入いただいておりますお客様へは個別にご案
内・ご訪問の上の設定操作方法をご案内させていただきます。今回はプログラム
送付はございません。

下記内容をご確認の上、各設定を変更していただきますようお願いいたします。

© SANTEC CO.,LTD.. all rights reserved

1



●賞与引当金に関連する仕訳

○前提 １．賞与支給日　　夏期賞与  6月
　冬期賞与 12月

２．支給対象期間　夏期賞与 12月1日～ 5月31日
　冬期賞与  6月1日～11月30日

３．翌年度の夏期賞与の支給見込額　30,000円
　実際の支給額　35,000円

◆賞与引当金計上時の仕訳

期末 賞与引当金繰入額 20,000 賞与引当金 20,000
（事業活動科目） （B/S科目）

科目「賞与引当金繰入額」は「教育活動収支」の上位科目「人件費」に新たに科目を設ける必要があります。

　支給対象期間が12月1日から5月31日（６ヶ月）の夏季賞与は、翌年度の6月に支給しますが、支給対象期間のうち12月1日から3月31日（４ヶ月）までは当年度に帰属するため、
この期間に対応する金額を賞与引当金として計上します。

⇒ 30,000 × (4ヶ月 / 6ヶ月) ＝ 20,000

令和７年３月２７日に文科省から通知された「学校法人会計基準の一部改正に伴う計算書類の作成等について（通知）」によれば、
令和７年度の期首時点で発生している引当金を令和７年度の貸借対照表に計上する場合、
令和７年度の事業活動支出として引当金に繰り入れる金額は、事業活動収支計算書の「特別収支」の大科目「その他の特別支出」に、

 「賞与引当金特別繰入額」などの小科目を設けて処理することができるとされています。　
　したがって、上記例示の賞与が2025年6月支給の夏季賞与であったとしたら、引当対象20,000円は、令和7年度の特例として、期首時点の仕訳で以下の通り処理することができます。

令和７年度の特例
2025/4/1 賞与引当金特別繰入額 20,000 賞与引当金 20,000

◆支給時の仕訳

資金収支計算書上の仕訳は従来から変更ありません。

2026/6 期末手当 35,000 預金 35,000
（資金・事業活動共通の科目）

事業活動収支計算の仕訳

2026/6 賞与引当金 20,000 期末手当（事業） 20,000
（事業活動の科目）

　支給額 35,000円のうち、20,000円は引当金として計上済みであるため、事業活動収支計算上は前年度（令和7年度の場合は期首時点）に引当て済みの金額を控除して
人件費を計上します。



○賞与引当金に関わる作業
１．勘定科目マスタの追加登録 貴学担当
２．勘定科目プリントマスタの変更 サンテック担当
３．新会計基準プリントマスタの変更 サンテック担当
４．新会計基準Excelテンプレートの変更 サンテック担当

○追加する勘定科目（例）お客様の勘定科目マスタに併せて設定して下さい。

大科目 中科目 小科目 細科目
・貸借対照表の「賞与引当金」科目

010XXX 流動負債
賞与引当金

・事業活動用の「賞与引当金繰入額」科目
0050XXX 人件費

賞与引当金繰入額
教員賞与引当繰入
職員賞与引当繰入
役員賞与引当繰入

・事業活動用の「賞与引当金特別繰入額」科目（使用する場合）
※どの大科目の下に付けるか

賞与引当金特別繰入額
教員賞与引当特別繰入
職員賞与引当特別繰入
役員賞与引当特別繰入

・事業活動用の「人件費」科目構成
人件費（事業）

教員人件費（事業）
本務教員人件費（事業）

本務教員期末手当（事業）
兼務教員人件費（事業）

兼務教員期末手当（事業）
職員人件費（事業）

本務職員人件費（事業）
本務職員期末手当（事業）

兼務職員人件費（事業）
兼務職員期末手当（事業）

役員報酬（事業）
役員報酬期末手当（事業）

※コードのある科目は既存科目です。

MASAYOSHI YAMAKAMI
ハイライト表示



○新会計基準プリントマスタ
・事業活動収支予算書
・事業活動内訳表予算書
・事業活動収支計算書
・事業活動収支内訳表

１．既存の人件費に今回追加する人件費（事業）の金額を加算
２．「教育活動収支」－「人件費支出」の下位に「賞与引当金繰入額」を追加

※詳細な位置を決める必要あり

３．「賞与引当金特別繰入額」を使う場合、「特別収支」－「事業活動支出の部」－「その他の特別支出」の下位に追加
※詳細な位置を決める必要あり

○ 勘定科目マスタプリントマスタ
・ 貸借対照表

「流動負債」の下位科目として「賞与引当金」を追加

※詳細な位置を決める必要あり



⑤お問い合わせ

ご質問、ご不明点等につきましては下記お問合せ先までご連絡いただけます
よう、よろしくお願いいたします。
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お問合せ先 ：サンテック株式会社 システム部
ＴＥＬ ： ０３－３５５２－８６８８
ＦＡＸ ： ０３－３５５２－８６９９
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